
差ヨた!li'~~息によるスギモク卯の極性決定

中 rrf言午ネ

S. NAKAZt¥WA: Polarity determination in CoCCOph01'α巴zgs

by means of difl'erential compre3sion 日 .

L!NDAHL (1933)はク ニの卵をピペットで吸いころえ，外形を歪めることに

よって，背肱紬が決定され，さきに吸いこまれた方の側が未来の版部になる

ことを見出した。 WHlTAKER(1940)はフ ークスの卵を同様にして歪め，極性

軸が長軸に平行に決定されることを報告している。 2存者 (19:50)V土フνスクモ

クの卵が放出のときに機械的に外形を歪められ，卵形になり ， とがった方の

側が仮根械になるこ とをのべた。これらの事実は， しばしば外形の変化が極

性輪lJ決定にあずかる こと を示している。此回はおなじくフ ークス科の褐藻で

あるスギモクの卵について，その外形を人工的に歪める ことによって猷性の

決定をみちびいたので，それを報告する。

材料には浅虫で とった Coccothoralangsdor fiiを実験室でl氏卵せ しめ，

人工受精し，そのうち約200個をスライド上にとり ，スライドの一端に高さ

500μ のガラス棒をお

いて枕とし， 卵の上に

他のスライドでカパー

をし，その カパーの一

端は枇でささえ，他世話i

はスライドに密着する

ようにした(図 1)。 そ

の結果，卵は一端でせまく ，

再
ト一一 -5too，M--→ e'J') n.t pye"ed 

国 1 ;X，次mM.!l!Jß つま芝生袋詰~:

端で広いカパーとスライドとの間隙にはさま

れることになった。カパーとスライドとの接する線から枕までの水平距離は

20000μ，枕の高さは 500μ であるから，両ガラス似の問の角度を θとすると，

との間隙の勾配は

となる。
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日 山形大弘文程修官官

附務総事民J3.1雪((111認)与術研究't'i'.に よる。
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卯の直径は約 140μ であるから， ガラス似の HHllJ;iがそれ より J~い と ころ

にある卵は少しも圧迫をうけないが，それよりもせまいところにある卵は両

似の接線に近い似.11でより強く ，述い似lではより弱く圧迫を うけ る結果になる。

そのような圧迫を受けるJ必所と受けない場所 との限界j戒と接線との距離を J

第 1!jJH 由主 3!{き手百若草12 

とすると

140 
1 =一一一 =140 x 40= 5600 (μ) 

tanH 

この袋置(図 1)をペ トリJlllの中におき， しずかに海水を注いで全体を沈

め，テープソレ上におき，241時間後に各卵について似叙形成の方向をしらべて

みた。記録に便利なために接線に近い方向をH行十文字板の1211寺の方向 とし，

枕のある方向を 6a寺の方向とし，平面を 6つの方向に分け， 11~1 1時の聞を

a， 1~3 時を b， 3~5 時・を c ， 5~7 時を d， 7~9 時を e， 9~11 ~jーを f とし

(図 2)，それぞれの方向に仮根を形成 した卵の数をかぞえた。その結果は表 1

に示したようになった0・また卵が発次圧迫を受けたか71?かによって仮板形成

の方向が影科されたか有かを知るために，卵を校間によって 2~fr I'Cわけ，前

にのぺた計~?:から ， 1 = 5600μ以内にあるものと，それより辿くにあるものと

を区別して記録した。

各方向に{削疫を形成したlJl~の数

平行!自宅起lを
うけた卯

)11~ ;D. をうけ
なかコたlJl']

表次邸主1を
うけた ~Ij

方 l何持
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関2にみる ように，方向 a，b，Jは圧迫の より強い側，c， d， eはより弱い

似.1]である。そ こで表 1について，差次圧迫をうけた卵と，圧迫をう けなかっ

た卵とについて，それぞれ
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れ =(f+α+b)x100 / a+b+c+d+e+f 

y~ = (c+d+e)x 100 /α+b+c+d+e+f 

13 

を計算し，YlとY2とを比較すれば，差次圧迫の方向と仮根形成の傾向 とがわ

かるはずである。実さいに計算してみると

yl = 70 x 100/113==6l.9 (%) 

Ya == 53x100/113==38.1(%) 

ゎ-Yョ= 23.8% 

つまり 差次圧迫を うけた卵は，圧迫のより強い方向に対して，その反対

方向よりも 23.8?6だけ多く定向的に仮根形成を行うことがわかる。次に接線

から 5600μ以上の位置にある卵，つまり圧迫をうけずに発生したものについ

ても同様の比t怯をしてみると

Yl == 68x100/128=53.1(%) 

れ==60 x 100/128=46.9 (%) 

YI-Y2 = 6.2% 

つまり圧迫をうけぬ卿では， わずかに 6.29杉しか定向的形成がみられない。

しかも 5600μ 以上のところでも直径 140μ 以上の大きい卵は圧迫をうけたわ

けだから，そのような卵ではやはり接線に近い側に仮根が形成されたであろ

う。従って 6.2% という値は正に直径が 1400μ 以上の大形な卵についての定

向的形成を意味するものと忠、われる。そこで，この値は圧迫をうけない卵に

ついては無視してもよいであろう。

次iこガラス板が平行にならんで卵を圧迫した場合，つまり差次圧迫でな

く，平行庄迫のときには仮根形成がどうなるであろうかという実験を行った。

そのために，スライド上l乞約 200個の卵をまき，両側に向さ noμ の枕をお

さ~ ， カバ ー をのせ，その重さによって卵が平行に圧迫されるようにしてペト

リJllI.の海水中にしずめた。その結果は表 1に示した通りであった。この場合，

方向は枕と直交する判iをadとし，前と同様に区分した。 こんどは圧迫の勾

配がないから，次のように して各方向の仮線形成を比べた。

α+b+c x100 
yl =五斗b+c十d+e+f

+b+ =-A一一 x100 = 50.0 

b+c+d x 100 = 49.5 仇=ーっ~

- 13 
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c+d+e 
ys = 一一五一一~ x 100 = 48.8 

ド主主主 x100 = 50.0 

ρ+t+a 
'!J5 = 一女~ x100 = 50.5 

y一 介 G+b6一一一τ「一 x100 = 51.2 

れとれ.'!J ~ とれ， '!J:;と'!J6とはそれぞれ方向が反対だから， これらを比べ

るために，

'!Jl- '!J.，= 0 

'!J ~-Y5 = -1.0 

Y ~-Y6 = 2.4 

・についてみる と， どの方向についても定向的形成はみられなかった。

W HIT AKER (1937)によるとフ ークスの卵では，pHの価の低い方向に仮恨

の形成がおこることがわかっている。この観点からすると，此回@実験でも

差次圧迫の大きい方の側はガラス板の間l涼がよりせまく ，そのために呼吸生

産物 CO~ の濃度がより高くなり ， 結局 pH がより 小さくなり ， その方向に仮

~1.~が形民されたのではあるまいか， という疑問がおこる。けれども圧迫の小

さい方の端には枕があって閉されているから，CO2の拡散はさまたげられ，

pHの勾配は圧迫の勾配と平行しては現われないはずである。 もし pH勾配

があるとすれば，むしろ圧迫勾配とは直角に，ガラス間隙が開放されている

側と内部と の聞に生ずる であろう 。に もかかわらず仮根形成は圧迫の勾配と

平行して生ずるのだから pHの勾配によって極性が定められたとは考えら

れない。

また温度 (LOWRANCE，1937)， :J't (KNlEP， 1907 ; KNAPP， 1931)，電流 (LUND，

1923)，生長素 (DuBuy & OLSON， 1937)などの方向によってブ ークスその他近

縁稜の卵の極性が決定された報告があるが，今回の実験ではそ うした条件は

三号えられないc つぎに差次圧迫をうける結果，卵のまわり の粘質物は，ガラ

ス板にふれている倶11でうすく ，ふれていない側で厚くなっていることは考え

られる (図 1)。 また原形質!撲の張力は粘質物の厚さの大きいところでより強

<， うすいとこ ろでより弱いことは有り得る。しか し張力は差次圧迫の大き

いところ と小さいところ との聞で，差異を示さないであろうから， これが
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WHI'I、AKER(1940)の場合のように極性車dlの方向を圧迫勾配と平行に決定する

ことはある としても， どちら側が仮根極となるかを支配することはできない

であろう。

従って，IIjt-つあり得べきことは，差次圧迫によって生じた卵の形が卵

形(ovate)ILなり ，尖った方に仮根原基が生じやすいのだと忠われる。こ れは

平行圧迫の場合に定向的形成があらわれない事からも理解されるo また，実

際に，自然で発生がお こるときには，まず卵の形が卵形になり ，その軸に従

って極性がきめられとケことが分っている (NAKAZAWA，1950)0ABE (1941)がス

ギモ・クについて受精突起をみつけ，それが次第に大きくなって仮根の原基に

なることを報告 してUる。 これもはじめに突起によって形の変化がおこり ，

それが極性を決定 したのだ と考えられる。 νストi/-ラ(Cystoseira)でも同様

だと思う (KNAPP，1931)。

それでは形の変化がどうして極性を決定するのであろうか。 この卵は球

形か，または長l¥ilhのまわりに対称な卵形で放出される。いま長軸の中点を原

点とし， 原点から卵の表面にいたる長さのベクトノレを 'J.， 卵の表面の面積元

素を、 dsとし，

r=JS1ゐ

について理論的に考えてみる。 もし p=Oであれば卵は球か又は完全な放射

対称で，形の偏りがない。 しかし，もしPキOであれば .1'の絶対値の大さ

だけ ~p のベク ト ノレの方向に偏りがあると 5与えてよい。このような Pがもし

極性の決定因子である とすると，卵は差次圧迫によってすべて枕の方向に P

をもつことになるから，その方向に極性が決定される結果となるのではある

まいか。そして，圧迫をうけない卵はそれぞれ自己本来の P をもっており ，

また平行圧迫ではその本来のPが変更をうける としても，卵によってまちま

ちで，方向をそろえられないから，極性はいろいろの方向に現われるのであ

ろう。

摘要

スギモ ク(Coccoρhoralangsdorfii)の'支;精卵をガラス板でー側をより強

く圧迫し，差次圧迫を加えると，外形の歪みがおこり ，その結果， より 尖っ

た側に仮根を形成する。
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カ パノリ雄性繁殖器 官につ いて

JlI 1:工彦栄~:-

H. OHMI: On the male reproductive organ of G?・αc'ila.riαt.extoγ必

筆者の手許にある 30個体余りの本州各地産カノミノリの脂業標本中には

維の植物体と認められるものは見当らなかった。所が 1954年 10月の本学部

の学生，志尾 若君が北海道大学忍路1:臨海笑l験所(北海道志路;p，j¥塩谷村所在)

附近で採集した 2個の)j昔葉桜木の中の l倒は，発育の極めて初期のHk態にあ

る雄性器官を有することが認められたので，更に新鮮な材料を料るため，筆

者は 10月末から 11月初めにかけて忍路へ採集に出かけた。幸にもその頃，

カノミノリは非常に盛富に繁茂 していて，雌，雄及び四分胞子体の何れをも多

数採集する事が出来た。忍路湾内ではi/リゴ乙1，立岩険潟j儀附近の波の

古Fかな場所の，水深 3'O~60cm イ立の平坦な岩の上に， フνスジモク， フνッ

ナギ;tキツノ リ， ツノマタ， ワツナギソクなどと混生 して鮮落を形成して

バ 北海道大砕水産拡官1;
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